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平 成 ２ ６ 年 １ 月 ２ ８ 日 

京 阪 電 気 鉄 道 株 式 会 社 

株式会社京阪流通システムズ 

株式会社京阪ザ・ストア 

３月１２日（水） “ＢＬＯＯＭＩＮＧ ＫＵＺＵＨＡ” 

ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬが大阪府下最大級ショッピングセンターに進化、グランドオープン！ 

 ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ・駅ビルに合わせて約１４０店舗が新規に出店。 

 

京阪電気鉄道株式会社（本社：大阪市中央区、社長：加藤好文）、株式会社京阪流通システム

ズ（本社：大阪市中央区、社長：上野正哉）、株式会社京阪ザ・ストア（本社：大阪市中央区、

社長：辻良介）では、中期経営計画に掲げる「沿線再耕」、すなわち将来にわたって「選ばれる

京阪沿線」であり続けるための取り組みのひとつとして、樟葉駅前の「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」お

よび「京阪くずは駅ビル」の増床・拡大と既存部のリニューアルを一体的に推し進めてまいりま

したが、本年３月１２日(水)に大阪府下最大級のショッピングセンターに進化し、グランドオー

プンすることになりましたのでお知らせいたします。 

くずはエリア全体のさらなる魅力向上に向けては、「もっと誇れるくずはへ」を開発コンセプ

トに、京阪グループのブランドスローガン「こころまち つくろう」の具現化を図り、「心まちに

される商品・サービス」の提供や「心が通い合うまち」をお客さまとつくりあげることを目指し

てきました。 

「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」は、日本の広域型ショッピングセンターの先駆けとして昭和４７年に

誕生した「くずはモール街」を平成１７年に総建て替えして開業。今回の増床・リニューアルに

おいては、その４０年以上に渡る歴史が刻まれたＤＮＡを継承しつつ、駅前立地と約３,０００

台の駐車台数を生かして、都会的で高感度なファッション・雑貨テナントの強化や家電・スポー

ツ・住居関連など日用品を備えたテナントの導入、アミューズメント機能の充実を図り、大阪府

下最大級の商業施設として規模・質ともにさらなる進化を遂げます。 

また、樟葉駅前の駅ビルと駅構内店舗についても、「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」と一体的にリニュー

アルを進め、毎日の通勤や通学、お出かけにご利用いただく駅の入口として、また「ＫＵＺＵＨＡ 

ＭＡＬＬ」のお客さまをお迎えする玄関口として、利便性や快適性を向上させます。 

トータルでの開発により、樟葉駅周辺

の商業施設に合わせて約１４０店舗が新

たにオープンし、くずはエリアの利便性

や感度がさらに向上。ますます魅力的な

沿線づくりを進めてまいります。 

※ＢＬＯＯＭＩＮＧ …「咲き誇る」「隆盛の」 

詳細は別紙のとおりです。 

 

▲リニューアルオープンに向けた 

プロモーションロゴ 
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（別紙） 

Ⅰ．ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ 増床・リニューアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜開発の経緯＞ 

昭和４７年、大規模住宅地「くずはローズタウン」のタウンセンターとしての役割を担う

「くずはモール街」が樟葉駅前に開業。１つの百貨店と２つのスーパー、その間に約６０店

舗の専門店を配置した「くずはモール街」は、日本の広域型ショッピングセンターの先駆け

でもありました。 

その後、平成１７年に「ライフスタイル mixed モール」をコンセプトに総建て替えし、  

「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」として新装オープン。上質であることにこだわりつつ、地域の皆さま

に愛されながら進化するショッピングセンターとして、｢本館」｢西館」｢ＫＩＤＳ館」の３館

構成で営業を続けてきました。 

今回、お客さまからのご評価やご要望をもとに、大阪府下最大級の商業施設としてさらに

進化を遂げるため、｢西館｣および｢ＫＩＤＳ館｣をそれぞれ｢本館増床部」｢南館｣として建て替

えし、営業面積は５０,０００㎡から７２,０００㎡へと大幅増床します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲リニューアルオープン後の完成予想図 

「潤うまち、彩るくらし、輝くわたし」をコンセプトに、 

さまざまな「ちょっとたのしみ。」をご提供できる施設へと進化します。 

 

■都市型のテナント構成を強化。高感度なファッションやインテリア・雑貨を集積。 

■アミューズメント機能が充実。家族やカップルで一日楽しく過ごせる施設も導入。 

■ライヴ感あふれる京阪ミュージアムゾーンが誕生。在りし日のテレビカーが復活。 

で復活 
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▲フルーリー・パサージュ 

＜進化のポイント＞ 

■都市型のテナント構成を強化。高感度なファッションやインテリア・雑貨を集積。 

大阪・京都の中間地点、特急停車駅の駅前立地というロケーションを生かし、現在も高い

評価をいただいている都市型のテナント構成をさらに強化します。都心部へ行かなくても、

くずはで高感度なファッションやインテリア・雑貨が揃い、おしゃれなカフェでゆっくりお

過ごしいただくことができます。 

その象徴とも言えるゾーンとして、本館増

床部１階に、開放感のある空間でコスメやア

クセサリーをゆっくり散策しながらお選びい

ただける「フルーリー・パサージュ（fleurie 

passage＝花の小径）」を展開します。 

  

 

■アミューズメント機能が充実。家族やカップルで一日楽しく過ごせる施設も導入。 

家族で、カップルで、幅広い世代の方々に想い出に残る楽しい一日をゆっくりお過ごしい

だけるアミューズメント機能が充実。西日本最大級のスクリーンや革新的なシネマ音響「ド

ルビーアトモス」を備えた、１０スクリーン・約２,０００席の京阪沿線最大級のシネマコ

ンプレックスが誕生、小さいお子さまも楽しめ 

  るゲームセンターもオープンします。 

また、これまで「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」には 

   なかった、家電やスポーツ、住居関連の大型 

専門店、趣味やペットのテナントを導入し、 

「くずはに行けば何でも揃う」ワンストップ 

ショッピングが実現します。 

 

 

■ライヴ感あふれる京阪ミュージアムゾーンが誕生。在りし日のテレビカーが復活。 

京阪電車初のライヴ感あふれるミュージアムゾーン「ＳＡＮＺＥＮ－ＨＩＲＯＢＡ（さんぜんひろ

ば）」が出現します。昨年引退したテレビカーもデビュー当時の姿で復活。また、初代「く

ずはモール街」で朝夕に鳴り響いていた「鐘」がデジタル技術によって「モールメロディ」

としてよみがえり、全館内で流れます。 

    かつて「汽車のひろば」「鐘の塔」など人が 

   集まる空間や豊かな環境を備え「単なる商業 

施設ではなく、沿線のお客さまと心が通い合う 

施設」を目指していた、初代「くずはモール街」 

のＤＮＡが進化してよみがえります。 

 

▲ＴＯＨＯシネマズ 

▲ＳＡＮＺＥＮ-ＨＩＲＯＢＡ 
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１．グランドオープン日時 

平成２６年３月１２日（水） １０：００ 

※本館既存部（本館 ミドリノモール）は継続して通常通り営業します。 

※本館増床部（本館 ハナノモール）、南館すべて一斉にオープンします。 

２．全体構成 

本館の「 ハナノモール」「ミドリノモール」と南館の「ヒカリノモール」の３つで構成。 

本館 ハナノモール 

(本館増床部) 

都市型のテナント構成を強化。               

高感度なファッションやインテリア、雑貨を集積。     

各フロアにはそれぞれ個性の異なるカフェも配置。 

本館 ミドリノモール 

(本館既存部) 

 

ファッション・飲食店など３５店舗が新たにオープン。   

京阪百貨店やイズミヤ、専門店も一部リニューアル。      

既存のフードコートも内装を一新。 

南館 ヒカリノモール・ 

シネマコンプレックス 

「SANZEN-HIROBA」をはじめアミューズメント機能を導入。 

日用品も揃うワンストップショッピングが実現。 

ファーストフードをはじめ飲食店も充実。 

※参考 昭和４７年～平成１６年の初代「くずはモール街」では、「くずはローズタウン」のキャッ

チフレーズ「花と緑と太陽の街」に連動して、「花のモール」「緑のモール」「太陽のモー

ル」の３つのモールで構成されていました。今回、この名称を継承・進化する形でゾーン名

称を決定しました。 

 

 

  

 

 

 

KUZUHA MALL全体平面図 
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（１）本館 ハナノモール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流行だけでなく、上質とこだわりを楽しむことができる高感度なアイテムや身近に手頃

にファッションを楽しめる都市型ファッションアイテムを揃えた店舗を１階・２階に集積。

３階にはインテリアや雑貨、サービス時間消費型店舗を配置し、日常を少し新鮮に「ちょ

っと変える」新しい「くずはライフ」を提案します。 

テナントの一例として、「ビーミング ライフストア by ビームス」や「ジャーナルスタンダード  

レリューム」、「ユナイテッドアローズ グリーンレーベル リラクシング」などのいずれも京阪沿線初

となるスタイル提案型のセレクトショップや、スペインのファッションブランド「ザラ」

が関西最大の規模で出店します。 

また、関西初となるファッションテナントには、「アクアガールストア」や「ナポカ」    

「アングレーム シェルレーヴ」「ダブルエー オリエンタルトラフィック」などがあります。 

そのほか、ロンドン発の雑貨店「ボンベイ・ダック」の世界初の直営専門店や、人気の北欧

雑貨ストア「フライング タイガー コペンハーゲン（４月オープン）」、「スヌーピータウンショップ」、

「キデイランド」、「アフタヌーンティー・ホーム＆リビング（関西初）」、「デイアンドデイズ（九州以外

初）」、「オフノオン キッチン（関西初）」など、雑貨アイテムの集積をさらに強化し、ゆっくり

とお買い物をお楽しみいただける時空間を提供します。 

物販・サービス以外にも、各フロアに１店舗ずつ、それぞれ個性の異なるカフェを配置。

１階には人気の「j.s.パンケーキカフェ」が、２階にはフルーツタルトの専門店「デリスデュパレ」

が、いずれも関西郊外として初出店。３階には「タリーズコーヒー」が出店します。 

また、「くずはアートギャラリー」が本館既存部から移転、新たな装いで幅広いお客さ

まのお越しをお待ちしております。 

▲本館 ハナノモール 
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（２）本館 ミドリノモール 

 

 

 

 

 

 

 

 

本館既存部の「本館 ミドリノモール」は、当初のコンセプト「そぞろ歩きがたのしい

まち」をそのまま継承・強化し、環境を向上させるとともにファッションや飲食店の一

部店舗を新しくします。ファッションテナントの一例としては、米国アーバンアウトフ

ィッターズ社が展開するライフスタイル型レディスカジュアルブランド「フリーピープ

ル」が原宿・新宿に次いで関西で初めて登場するほか、「ＫＢＦ」「ＫＢＦ＋」「ＫＢＦＢＯＸ」の

複合店が国内最大規模で出店します。 

飲食店では、ダイニングストリートにも「森のロマン亭（１号店）」「ムームーダイナー」「東

京純豆腐（スンドゥブ）」「金星パスタ」など京阪沿線初となるテナントをはじめ、魅力的なテ

ナントが新たに出店し、路面店感覚で楽しみながらお食事いただける雰囲気をさらに強

化します。 

また、核テナントである「京阪百貨店」や「イズミヤ」においても一部ショップや内

装をリニューアルし、さらに魅力や利便性が向上します。「京阪百貨店」では、「成城

石井」が京阪沿線で初めてお目見えするほか、寝具やキッチン、バス・トイレ用品など

住居関連商品も充実します。 

そのほか、既存の「フードコート」も昨年１２月に先行して内装をリニューアル。テ

ーブルやイスも一新し、今回のコンセプトにふさわしく、落ち着いた環境でお食事いた

だける空間に進化しました。なお、「フードコート」等においてＷｉ-Ｆｉをご利用にな

れます。 

 

 

本館 ミドリノモール 

昨年 12月にリニューアルしたフードコート 
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（３）南館 ヒカリノモール・シネマコンプレックス 

 

 

 

 

 

 

 

家電量販店の「エディオン」やスポーツ専門店「ゼビオスポーツエクスプレス(西日本初）」 

「ニトリデコホーム」など、これまでになかったジャンルの大型専門店を多数導入するほか、

「ペットランド ピースワン」や「ユザワヤ」「ポポンデッタ」「島村楽器」など、毎日の生活のために 

必要なものや、好きなことをもっと楽しむアイテムが賢く手に入るゾーンを実現します。 

また、「ＡＢＣ－ＭＡＲＴメガステージ」「ライトオン ファーストレーベル」「ユニクロ」「グローバル 

ワーク」など従来からのテナントが、旗艦店となって南館に再登場。さらには「ＳＡＮＺＥＮ

－ＨＩＲＯＢＡ」「ナムコ」「トイザらス・ベビーザらス」「スタジオアリス」など、家族や大好きな人と

の思い出に残る一日を演出できるアミューズメント施設やテナントも導入します。 

１階には初のブッフェ「アソート」をはじめ、ファーストフード店を含む合計８店舗の 

飲食ゾーンが新たに誕生し、ゆっくりとお食事もお楽しみいただけます。 

また、南館の３階には、京阪電車の駅直結の映画館としては初となる、１０スクリー

ン・約２，０００席の沿線最大級シネコン「ＴＯＨＯシネマズ」が登場。西日本最大級の   

ラージスクリーン「ＴＣＸ」と革新的なシネマ音響「ドルビーアトモス」も備えていま

す。クオリティも利便性も高いシネコンが幅広い世代のお客さまをお待ちしております。 

 

 

 

３．時代を超えてよみがえる鐘の音 「モールメロディ」 

初代「くずはモール街」のシンボルだった「鐘の塔」。豊かな環境演出として、２つの鐘が

朝と夕に鳴り響いていました。今回、保管していた鐘を実際に鳴らして録音・デジタル処理

し、その音色を現代によみがえらせます。各ゾーンで異なる音楽に鐘の音をミックスして、

毎日１２時、１５時、１８時の３回、「時報」として、季節ごとに変化させて館内に流すほか、

鐘の実物も本館内に展示します。この「時報」と、今回一新する開館 

  ・閉館時のＢＧＭは、モール内の環境向上を図る「モールメロディ」 

としてトータル的に「向谷実」氏に制作を依頼しました。 

※向谷実 氏…音楽プロデューサー。ミュージシャン。 

株式会社音楽館代表取締役。 

南館 ヒカリノモール 

▲「くずはモール街」開業当時の鐘 
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４．ライヴ感あふれる京阪ミュージアムゾーン 「ＳＡＮＺＥＮ－ＨＩＲＯＢＡ」 

子供から大人まで京阪らしさを体感できるゾーンとして、「南館 ヒカリノモール」１階に 

「ＳＡＮＺＥＮ－ＨＩＲＯＢＡ（さんぜんひろば）」が誕生します。初代「くずはモール街」と同じ昭和

４７年にデビューした旧３０００系特急用車両（テレビカー３５０５号車（旧３０００系自

体の運用は昭和４６年から））の「デジタル動態保存」をはじめ、「京阪沿線ジオラマ」や「運

転シミュレーター」など、京阪電車のＤＮＡを思う存分体感できるミニミュージアム「レイ

ルゾーン」と、ステージや大型ビジョンを活用して各種イベントを開催する「イベントゾー

ン」とで構成されます。 

※「ＳＡＮＺＥＮ－ＨＩＲＯＢＡ」への入場は無料。運転体験は有料。 

     ※施設名称は「ヒカリノモール→燦然と輝く」「３０００系」から命名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ＳＡＮＺＥＮ-ＨＩＲＯＢＡ 
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（１）レイルゾーン 

①旧３０００系特急用車両（テレビカー３５０５号車） デジタル動態保存 

初代「くずはモール街」と同じ昭和４７年にデビューし、昨年３月末の引退まで特急

用車両として京阪間を走り続けてきた「旧３０００系」の先頭車（３５０５号車）が、

デビュー当時の「テレビカー」として復活します。展示にあたっては、デジタル技術の

粋を集めた、世界に類を見ない「デジタル動態保存」を実現。「テレビカー」がまるで現

役車両のように走り続けます。 

※デジタル動態保存…「展示車両は動かないものの、運転操作に合わせて画像や走行音 

が流れ、実際に線路上を走行しているかのようにリアルな運転や 

乗車体験が楽しめる」という仕組み。運転シミュレーターと合わ 

せて、向谷実氏によってプロデュース。 

②京阪沿線ジオラマ 

大阪から京都・滋賀まで京阪沿線の豊富な魅力が凝縮された「京阪沿線ジオラマ」が

登場。中央には懐かしい初代くずはモール街を再現し、大阪城やひらかたパーク、京都

の神社仏閣、そして四季折々の祭など、京阪沿線の見どころの中を京阪電車のＨＯゲー

ジ鉄道模型が走行します。 

③運転シミュレーター 

８０００系特急用車両の先頭部に設置した実車の運転台で、京阪電車の運転体験をお

楽しみいただけます。運転台からの映像は今回のために新たに撮影。子供から大人まで

運転士になった気分で実車さながらのリアルな運転操作をお楽しみいただけます。 

④その他展示物など 

上記のほか、京阪電車全駅の現在と昔の写真を展示した「京阪沿線 全線全駅いま・む

かし」や大阪・京都・滋賀の京阪沿線の広がりを衛星画像で俯瞰できる「わたしのまち・

京阪沿線」、京阪電車の歴史紹介パネルや映像モニター、期間限定の企画展示など「ここ

に来れば京阪電車がわかる」空間が実現します。 

▲京阪沿線ジオラマ 
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（２）イベントゾーン 

    「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」ならではの企画や季節に応じたイベントを開催し、レイルゾ

ーンとともに幅広い世代のお客さまにお楽しみいただける空間を演出します。様々な

情報の発信やイベントでの活用が可能な５５インチ×９面マルチビジョンやステージ

を配置し、年間を通じて、ワクワクするような多彩なイベントを繰り広げます。 

 

５．施設概要 

（１）所 在 地 大阪府枚方市楠葉花園町 15番 1号 

（２）営業開始 昭和４７年 

（３）延床面積 約 200,000㎡ （増床前 約 110,000㎡） 

（４）営業面積 約 72,000㎡ （増床前 約 50,000㎡） 

（５）駐車台数 約  3,000台 （増床前 約  2,000台） 

（６）店舗数 専門店２３１店舗、アートギャラリー、 

 京阪百貨店、ダイエー、イズミヤ、ＴＯＨＯシネマズ 

（７）施設保有 京阪電気鉄道株式会社 

（８）管理運営 株式会社京阪流通システムズ  

（９）Ｗｅｂサイト     http://www.kuzuha-mall.com/    

 

６.ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬの歩み 

     昭和４３年      くずはローズタウン分譲開始 

      昭和４６年      新樟葉駅営業開始 

      昭和４７年      「くずはモール街」オープン 

      平成１３年      超高層マンション「くずはタワーシティ」分譲開始 

      平成１７年       「ファインシティくずは」分譲開始 

                      ４月  「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」本館、西館オープン 

                      ９月  「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」ＫＩＤＳ館オープン 

        平成２６年 ３月  「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」進化・グランドオープン 
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Ⅱ．樟葉駅前の駅ビル、駅構内店舗リニューアル 

利用するたびに上質な毎日を感じる、そんな優しさと親しみのある「くずは」の玄関口として、

「ＫＵＺＵＨＡ ＭＡＬＬ」をご利用されるお客さまはもとより、駅を利用されるすべてのお客さまの

ニーズに応えていく施設を目指します。また、朝日カルチャーセンターを開設するなど日々の通

勤通学の動線上となる駅前立地に強く望まれる教育・文化サービス機能を充実させました。 

 

 

 

 

 

１．リニューアルオープン日 

・京阪くずは駅ビル  

平成２６年３月１２日（水） 

※テナント毎に順次営業を開始。 

※「京阪くずは駅ビル南館」の店舗は通常通り営業。 

・樟葉駅構内店舗 

平成２６年５月中（予定） 

 

■駅をご利用のお客さまのニーズに最も適っているクイックリーサービス型の物販・サービス業

を強化し、デイリー性をとことん追求 

■日々の通勤通学の動線上となる駅前立地に強く望まれる教育・文化サービス機能を充実 

▲京阪くずは駅ビル（完成予想図） 
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２.リニューアルの内容 

■駅をご利用のお客さまのニーズに最も適っているクイックリーサービス型の物販・サー

ビス業を強化し、デイリー性をとことん追求 

・ミニスーパーの初出店 

日々の食卓に並ぶ食材を利便性の高い場所で厳選してコンパクトに提供するミニス

ーパー「フレストプチ」が初出店いたします。 

・物販サービス機能の強化 

駅ナカで根強い需要のあるベーカリーは京都の人気ベーカリー「志津屋」が出店。

さらに、通販でも全国的な人気を博す京都北大路のベーグル専門店「ブラウニーブレ

ッドアンドベーグルズ」が大阪府内・駅ナカで初出店。また、日々の生活用品が一通

り揃う１００円均一ショップ「キャンドゥ」が京阪電車の駅ナカでは初出店いたしま

す。さらに、女性に人気の高感度なハーブ＆アロマ「生活の木」が京阪電車の駅ナカ

初出店。日々の生活に彩りをもたらします。サービス機能として、「京阪のリフォー

ム」が出店。住宅リフォームの最適な提案を駅ナカで実現いたします。 

・週替わりスイーツと人気カフェのコラボレーション店舗 

関東・関西で展開している週替わりスイーツショップ「ＳＷＥＥＴＳ ＢＯＸ  

（スイーツボックス）」の１３店舗目が出店いたします。また今回、東京・上野の森

で人気のカフェテリア「ＰＡＲＫ ＳＩＤＥ ＣＡＦＥ（パークサイドカフェ）」が

駅ビル正面に出店し、ＳＷＥＥＴＳ ＢＯＸで販売しているスイーツの一部を店舗内

でお召し上がりいただけるコラボレーション店舗の取組みを初めて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲駅ビル内のようす（完成予想図） 
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■日々の通勤通学の動線上となる駅前立地に強く望まれる教育・文化サービス機能を充実 

・教育・文化機能の充実 

樟葉駅構内にて長らく営業してきたカルチャーセンター「京阪くずは体育文化セン

ター」について、昨年惜しまれつつ長年の歴史を閉じましたが、今般、地域の皆さま

や駅をご利用のお客さまのご要望にお応えすべく「朝日カルチャーセンター」が教室

を開設いたします（平成２６年度上期中（予定））。文化的、知的で良質な楽しみを

提供し、くずは地域の方々にとって必要とされる、生活をさらに豊かにする存在を目

指します。また、レンタルＣＤ／ＤＶＤ／Ｂｌｕ－ｒａｙ「ＴＳＵＴＡＹＡ（ツタヤ）」

が出店いたします。日々の通勤通学の一シーンにおけるカルチュアインフラとして機

能いたします。 

 

３．施設概要 

京阪くずは駅ビル 

（１）所 在 地 大阪府枚方市楠葉花園町１４番１号 

（２）営業開始 昭和４６年 

（３）延床面積 約４，１８０㎡ 

（４）営業面積 約２，９６０㎡（リニューアル後） 

（５）構  造 鉄筋コンクリート造地上３階、地下１階建 

（６）施設保有 京阪電気鉄道株式会社 

（７）管理運営 株式会社京阪ザ・ストア 

樟葉駅構内店舗 

（１）所 在 地 大阪府枚方市楠葉花園町１４番１号 

（２）営業面積 約３１０㎡（リニューアル後） 

（３）現  況 ＪＴＢ京阪トラベル・ジューサーバー・あしかり等 

（４）施設保有 京阪電気鉄道株式会社 

（５）管理運営 株式会社京阪ザ・ストア 

<参考> 

京阪くずは駅ビル南館 

（１）所 在 地 大阪府枚方市楠葉花園町１４番１０号 

（２）営業開始 平成２４年１０月２６日（金） 

（３）延床面積 約４，４７０㎡ 

（４）営業面積 約２，９７０㎡（駐輪場部分除く） 

（５）構  造 鉄骨造３階建 

（６）現  況 １階 アンスリー（コンビニエンスストア） 

       駐輪場（機械式、自転車のみ） 

                 モスカフェ、 京阪電鉄不動産、コクミンドラッグ 

       三菱東京ＵＦＪ銀行 

 ２階 三菱東京ＵＦＪ銀行、Hair＆Care Jour 

 ３階 ＥＣＣ外語学院、東進衛星予備校、京阪ライフサポート 
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（７）施設保有 京阪電気鉄道株式会社 

（８）管理運営 株式会社京阪ザ・ストア（駐輪場除く） 

 

■アクセスマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各駅への所要時間 
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⑮
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⑲
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三菱東京ＵＦＪ銀行
アンスリー
モスカフェ
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京阪電鉄不動産
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